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第 2 章では ， 60~ 80kg / mm2 調質形高張力鋼の母材部の硫化物腐食割れ感受性を求めた。
第 3 章では次章で溶接部の割れ感受性を求めるのに先立って，溶接された構造物において，工作後
或は使用中，材質変化がどの程度までおこり得るかを実験室的に検討した。







第 6 章および第 7 章では本研究の端緒となった，液化プロパン充填用球形タンクに発生した割れを
唱­Aせ?
調査した結果につき述べ，硫化物腐食割れ試験によってのみ割れの再現出来ることを示した。
第 8 章では拘束して溶接された80kg/ mm2 調質形高張力鋼溶接部が，硫化水素と水分を含む液化プ
ロパン中で使用されるときに発生する硫化物腐食割れを防止する方法を述べた。防止方法検討中，腐
食によって発生した水素が，軟鋼肉盛部を透過して，肉盛直下の80kg / mm2 高張力鋼硬化部に割れを
発生せしめることを認めた。
第 9 章では硫化物腐食割れが水素脆性によるものであることを更に明白にするため，高張力鋼および
その溶接部が腐食の場合と陰極電解の場合とで示す水素拡散の状態を調査し，水素吸収と割れ感受性
の関係を検討し，腐食の役割について考察した。
第10章では以上の結論として，本研究の成果を主要項目についてまとめた。
論文の審査結果の要旨
本論文は高張力鋼の液化プロパン球形タンクに発生した溶接部割れの原因調査から始まって，広汎
な実験を行なって原因を究明するとともに割れの防止対策を樹立したものである。
先づ球形タンクに発生した割れの調査と割れ再現試験の結果，溶接時の加熱冷却による材料の硬化
によっては脆性割れは生じないが，硫化物によって腐食するときには割れの発生することから，腐食
割れに原因のあることを明らかにした。
ついで硫化物腐食割れについて具体的な各種の試験を行ない，つぎの主要な結果を得ている。割れ
感受性は材料の引張強さと硬さの増大によって増加することとその最大値を推定する方法を見出し，
硫化物腐食割れ感受性についての詳細な研究を行なっている。また拘束溶接部は溶接残留応力だけで
も硫化物腐食割れを起こすことを実験し，施工法について，警告を与えている。さらに硫化物腐食割
れの主原因は材料の水素脆性にあることを知り，施工可能な実際的割れ防止について二，三の方法を
提示している。
以上のように，本論文は工学に新知見を加えるもので，この分野の研究の発展に貢献するところが
大きい。よって博士論文として価値のあるものと認める。
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